
１、活動テーマ

＜テーマ＞

＜活動内容＞

・保育者が色々な太鼓を紹介しながら叩いて音を聞く。

・太鼓の横や裏などをおさえたりしながら叩き音の違いに気づく。

・友達と鳴らしてみたい太鼓を叩き、お互いの太鼓の音の大きさを感

じたり、リズムを合わせることを楽しむ。

・２月の発表会で使用した大太鼓以外にも保育園には様々な太鼓があり、形や

大きさ、音の違いなどに気づき興味を持ち活動に入ることができた。

・興味のある太鼓を自分で叩くことで「押さえてると手にピリッとくる」「手

が跳ね返される感じがした」「音が違うのを感じられた」など、感じたことを

自分の言葉で表現することができ、音の違いを楽しむ以外にも得るものがある

活動になり成長を感じる活動となった。

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞　　　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・大太鼓、小太鼓、タンブリン、ソリッドドラムなどを用意する。

・興味のある太鼓を自分で叩いて楽しめる場を設ける。

４、探究活動の実践

子どもの言葉・姿 写真

・保育園にあるいろいろな種類の太鼓を保育

者が紹介すると、「これ椅子みたい」「上も

横も叩いていいの？」「大太鼓と音が違う」

「手で叩くから手が痛いね」など気づいたこ

とを話す。

・小太鼓を叩いている時に保育者が面を手で

押さえると音がどうなるのか聞いてみると

「あれ？音が違う」「バーンってならない音

がする」と音の響きなどに気づく。

・叩く面に切り抜いた線がある太鼓は叩くと

ころによって音が変わるか試したり、面だけ

でなく横を叩いてみると「こことこっちは音

が違うよ」と気づく。

・友達と一緒に叩くと「優しく叩くと音が小

さいね」「強くやってみようよ」と会話も楽

しみながら合わせていた。

５、振り返り（振り返りによって得た保育者の気づき）

・発表会で様々な楽器に触れた中で大太鼓に興味を持ったり、乳児ク

ラスが小さな太鼓を鳴らしているのを見て、園にはいろいろな太鼓が

あることを知り、いろいろ鳴らしたいと興味を持つ。

２、活動スケジュール

・保育園内にある様々な太鼓を用意して保育者や友達が鳴らすのを聞

いたり、友達と一緒に鳴らして楽しむ。

３、環境をデザインする（活動のために準備した素材や道具、環境設定）

年間テーマ 音の探究活動

いろいろな太鼓を鳴らそう

＜テーマの設定理由（子どもの姿）＞

園名

活動日時

草花保育園

令和７年２月２６日（水）

クラス名（年齢） 　　　　　もも組（　　４歳児）


